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たが、このところロシアの政財界は、基本的にはアジア

を向き始めています。ウラル山脈から東はアジアです。

ロシアの領土の 3分の 2はアジアにあります。しかも中

国と東アジアの経済発展は類を見ないものです。軸足を

アジアに向け、アジアの経済発展を取りこんでロシアの

発展をはかるというのが今日のロシアの基本的なスタン

スです。したがって、日本ともいろんな関係をさらに拡

大したいと考えているのは間違いありません。 

ただ、ロシアの極東では、ウラジオストクやハバロフ

スクという都市とどういう経済関係を持つかということ

が重要ですが、極東の人口は 600万人にすぎません。中

国東北地方の人口 1 億人と比べるとあまりにも少数で、

それが問題です。他方、シベリアの石油パイプライン、

ガスパイプラインはウラジオストクまで来ているわけで

す。従来は、これをそのまま外国に売って、その代金は

全部モスクワに行ってしまっていた。これでは意味がな

いので、ガスパイプライン、石油パイプラインの出口で、

石油ガス関連の産業を作らなければならない。ロシア側

はそれに対する日本企業の協力を期待しています。ロシ

ア側から日本側に協力案件がたくさん提案されています。

プラント建設など、これは大企業でないとできませんし、

資金援助など国が関わってこないとなかなか難しいので

はないかと思います。 

それ以外に中小企業間の協力が期待されますが、ロシ

ア側での中小企業の育成がどこまで進んでいるのかが問

題です。 

最後に、北方四島の共同開発ですが、これは日本で、

とくに北海道の人たちからこれまでもいろんな案が提案

されてきました。しかし、これはある程度国境画定交渉

が煮詰まらないとうまく進まないのではないかと思いま

す。 

 

質疑； 

日本政府が四島返還を主張する理由と外交上のメリット

というのは何なのでしょうか。 

――日本側が主張しているのは、1855年の日露修好条約

で、歯舞、色丹、国後、択捉は日本領とすると決めて、

ウルップ島との間で国境線を引いたから、しかもここは

戦争で奪いとった領土ではないからというのが日本の言

い分で、「固有の領土」だと言っているわけです。ただ「固

有の領土」という言い方は国際的にはなかなか通じませ

ん。たとえばヨーロッパで「固有の領土」という議論は

理解されないと思います。これは日本独自の主張ですね。

ともかくも、日本とロシアの最初の条約ではそこに線を

引いたから、「固有の領土」だというわけです。 

 それ以外は、樺太の南半分は日露戦争でとったものだ

から、これを返せとは言えない。しかし、千島列島は外

交交渉で樺太と交換しただけで、これも戦争で奪い取っ

たものではないので全千島の返還は日本共産党の主張に

なるわけです。 

 もし四島が日本に返ってきたらどうなるか。観光資源

としてどの程度魅力があるのかは未知数です。北海道で

もすべての場所に観光客が行くわけではないので、どの

程度人が行くのかはわかりません。 

 漁業は実際的な利益が絡みます。漁業は海域が重要で

すから。そして四島周辺は世界有数の漁場です。 

さらに、軍事的な意味はもちろんあります。ロシアの

軍艦や潜水艦の太平洋への出口として、この海域が軍事

的に重要なのは間違いありません。 

領土問題というのは、結局は国のメンツの問題になる

わけです。かつてフランスとドイツが奪い合いをしたア

ルザス、ロレーヌの問題があります。領土は戦争で伸び

たり縮んだりするものだと言っても、やはり取り合いを

して、それがお互いの憎しみを増幅させたことは間違い

ない。この問題が解消されたのは EU になってからで、

人の移動が自由になって、国境線の問題がなくなったか

らです。ヨーロッパで EU ができたのは、領土問題につ

いては非常に大きいし、安全な要素になったと思います。

アジアでも、「東アジア共同体」ができて、国境を勝手に

出入りしていいということになれば変わってくるでしょ

うが、現在は残念ながらそういう見通しはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ロシア・イベント情報● 

レフ・テルミン博士生誕 120 周年記念 

日露合同テルミンコンサート 
 

＊ロシア生まれの電子音楽器テルミンの日露合同コン

サートが開催されます(ロシア文化フェスティバル in 

Japan 協賛事業)。 

 

出演：ナターリア・テルミン、ピョートル・テルミン 

   竹内正実、濱口晶生、門田佳子（ピアノ） 

   マトリョミンアンサンブル Mable and Da 他 

日時：8月 11日（祝）13:00 開場 13:30 開演 

会場： 早稲田奉仕園スコットホール 

東京都新宿区 西早稲田 2-3-1 

入場料：一般 3,500円（当日）3,000 円（前売） 

学生 1,500円 

主催：マンダリンエレクトロン 
https://www.facebook.com/events/1726406377639707/ 

チケット申し込み、お問い合わせ↓ 

120@mandarinelectoron.com /  電話:053-488-1920 
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